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条
　
例
　
等

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本

部
条
例
制
定

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
二
本
松

市
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
本
部
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。

銘
柄
牛
確
立
対
策
事
業
基
金
条
例

の
一
部
改
正

　
基
金
の
額
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
の
給

付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
福
島
県
重
度
障
が
い
者
支
援
事

業
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改

正
お
よ
び
障
害
者
自
立
支
援
法
の

題
名
改
正
等
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

農
産
物
直
売
・
農
村
交
流
施
設

「
さ
く
ら
の
郷
」条
例
の
一
部
改
正

　
当
該
施
設
の
道
の
駅
登
録
に
伴

い
、
題
名
、
施
設
の
名
称
、
設
置

目
的
等
を
改
め
る
も
の
で
す
。

道
路
占
用
料徴

収
条
例
の
一
部
改
正

　
道
路
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正

お
よ
び
県
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
改
正
に
準
拠
し
、
電
柱
お

よ
び
電
話
柱
等
の
道
路
占
用
料
を

改
め
、
ま
た
道
路
占
用
許
可
対
象

物
件
に
太
陽
光
発
電
設
備
お
よ
び

風
力
発
電
設
備
を
加
え
、
当
該
工

作
物
の
占
用
料
等
を
定
め
る
も
の

で
す
。

都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　
霞
ヶ
城
公
園
内
の
霞
ヶ
城
会
館

の
用
途
廃
止
と
、
道
路
占
用
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正
に
併
せ
て
、

地
下
埋
設
物
の
使
用
料
の
額
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

　
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
防
災
会
議
の
所
掌
事
務
を

改
め
る
と
と
も
に
、
水
防
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
引
用
条
項
を
改
め

る
も
の
で
す
。

災
害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
改
正

　
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
引
用
条
項
を
改
め
る
も
の

で
す
。

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た

め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成

に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関

係
規
定
の
施
行
等
に
関
す
る
政
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用
条
項

を
改
め
る
も
の
で
す
。

農
産
物
直
売
・
農
村
交
流
施
設

「
さ
く
ら
の
郷
」の
指
定
管
理
者
の

指
定
変
更

　
施
設
の
名
称
変
更
な
ら
び
に
指

定
管
理
者
の
法
人
格
お
よ
び
名
称

変
更
に
伴
い
、
所
要
の
変
更
を
行

う
も
の
で
す
。

市
道
路
線
の
認
定
お
よ
び
廃
止

　
道
路
整
備
等
に
伴
い
、
23
路
線

を
認
定
し
、
12
路
線
を
廃
止
す
る

た
め
、
道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

平
成
24
年
度
補
正
予
算

　
年
度
末
を
控
え
、
事
務
事
業
の

執
行
結
果
や
今
後
の
見
込
み
に
よ

り
歳
入
歳
出
予
算
を
調
整
・
整
理

す
る
こ
と
が
主
な
内
容
で
す
。

一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
，５

８
０
，２
１
５
千
円
を
減
額
、
予

算
総
額
は
４
４
，６
４
０
，６
１
０

千
円
と
な
り
ま
す
。

市
議
会
３
月
定
例
会

提
案
さ
れ
た
主
な
議
案

希
望
の
復
興

　
　
　
輝
く
未
来

希
望
の
復
興

　
　
　
輝
く
未
来

〜
市
長
か
ら
の
手
紙
〜

　
「
道
の
駅
」
新
た
に
オ
ー
プ
ン

安
達
太
良
山
の
残
雪
が
ま
ば
ゆ

く
輝
き
、
め
っ
き
り
春
め
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

待
望
久
し
か
っ
た「
道
の
駅
安

達
下
り
線
」が
四
月
五
日
、
新
た

に
オ
ー
プ
ン
！

「
さ
く
ら
の
郷
」も
道
の
駅
と
し

て
四
月
一
日
に
ス
タ
ー
ト
！
手
づ

く
り
ピ
ザ
な
ど
、
さ
く
ら
の
郷
の

特
色
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

く
れ
て
お
り
ま
す
。

「
道
の
駅
東
和
」の
充
実
な
ど
、

二
本
松
市
に
三
つ
の
道
の
駅
が
実

現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
構
造
改
革
特
区
に
よ

り
、
耕
作
放
棄
地
を
ブ
ド
ウ
畑
に

変
え
、
果
樹
酒
を
醸
造
、
販
売
し

よ
う
と「
ふ
く
し
ま
農
家
の
ゆ
め

ワ
イ
ン（
株
）」が
誕
生
、
果
樹
酒

製
造
免
許
の
認
可
を
受
け
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
本
格
的
な
ワ
イ
ン
や
羽

山
り
ん
ご
を
使
っ
た
シ
ー
ド
ル
製

造
が
ス
タ
ー
ト
。
特
産
品
の
誕
生

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

「
道
の
駅
安
達
」は
、
上
り
線
と

下
り
線
を
一
体
的
に
整
備
い
た
し

ま
し
た
。

国
道
四
号
線
は
、
一
日
約

一
万
七
千
台
の
交
通
量
が
あ
り
、

「
道
の
駅
安
達
」は
年
間
百
二
十
万

人
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
や

女
性
、
高
齢
者
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

増
加
す
る
中
で
、
公
共
・
公
益
性

を
基
本
に
、
道
路
利
用
者
の
オ
ア

シ
ス
、
地
域
振
興
と
観
光
交
流
、

情
報
発
信
、
地
域
活
性
化
の
拠
点

と
し
て
、
お
も
て
な
し
の
心
で
感

動
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。下

り
線
は
、
万
燈
さ
く
ら
を
活

か
し
な
が
ら
、
新
鮮
な
農
産
物
の

直
売
や
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
焼
き
立
て
パ
ン
の
ベ
ー

カ
リ
シ
ョ
ッ
プ
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
コ
ン

ビ
ニ
も
開
店
い
た
し
ま
す
。

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
魅
力
あ

る
道
の
駅
。
ド
ラ
イ
ブ
の
つ
い
で

に
立
ち
寄
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ

を
目
的
地
に
し
た
旅
行
も
良
い
。

三
つ
の
道
の
駅
と「
安
達
ヶ
原

ふ
る
さ
と
村
」、「
ス
カ
イ
ピ
ア
あ

だ
た
ら
」を『
ハ
シ
ゴ
』す
る
の
が

オ
ス
ス
メ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
か
ら
少
し

足
を
伸
ば
し
て
い
た
だ
き
、
霞
ヶ

城
公
園
や
観
音
遊
歩
道
、
智
恵
子

記
念
館
、
安
達
太
良
山
や
岳
温
泉
、

名
目
津
温
泉
等
、
二
本
松
の
魅
力

を
堪
能
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。い

つ
も
、
そ
こ
に
は
”笑
顔
“

が
あ
る
。
も
っ
と
も
っ
と
、
お
客

様
の
近
く
へ
。
愛
と
真
心
と
感
謝

を
込
め
て
、
お
客
様
に
愛
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
を
。
お
い
し
さ
、
楽
し

さ
、
満
足
を
お
届
け
し
ま
す
。

多
く
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。


